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ご協力に感謝！「核兵器禁止条約発効」歓迎 鉄橋スタンディング連日行動 18日～22日 主催長崎県原水協

1・22核兵器禁止条約発効歓迎 核なき世界へスタート！

主催「ヒバクシャ国際署名」をすすめる長崎県民の会

平和祈念像前でアピール行動。核兵器が違法化された歴史的な日、「被爆

者・被爆地の長年の願いがカタチに」なった日。「歓迎 核兵器禁止条約

核兵器の終わりが始った」の横断幕を掲げ、被爆地の歓迎の声を上げました。

100名が参加。マスコミの取材も多く、この歴史的な日の被爆地長崎の取り組

みを発信してくれました。

県民の会の共同代表の朝長万左男さんと田中重光さん。被爆者の川野 浩

一さん、城臺美彌子さん、田中安二郎さんらは先人に対する感謝と同時に核

兵器廃絶への新たな決意をのべ、11時2分には、お寺や教会の鐘が鳴り響く中、

黙とうをし、核兵器廃絶へ決意を新たにしました。

禁止条約が禁止したこと、核兵器の開発、実験、生産、製造、取得、貯蔵、

使用、使用の威嚇のパネルを掲げ確認、14000近くある核兵器を黄色のフーセ

ンに見立て、核弾頭を取り外していくイメージで参加者がフーセンを一つ一

つしぼめていくパフォーマンスで、市民社会の力で核兵器をなくしていくこ

とをアピールをしました。

この日は、長崎市は「千羽鶴」被災協会館からは「原爆を許すまじ」の曲が

11時2分に流れ、「長崎誓いの火」は10時より11時30分で火をともし、夕方

には稲佐山の電波塔が虹色にライトアップされました。

「被爆地広島と長崎のカトリック司教による共同声明」が発表されました。

（長崎大司教区のホームページで読めます。）
有原誠治さん作成のポスター

自由に使ってくださいとのこと。


